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介
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収
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解
題井
上
円
了
は
、
海
外
視
察
や
全
国
巡
講
の
際
、
各
地
よ
り
民

具
や
神
仏
像
と
い
っ
た
品
々
を
持
ち
帰
る
な
ど
、
長
年
か
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
品
物
を
収
集
し
、
哲
学
堂
の
「
六
賢
台
」
と
「
無

と
呼
ば
れ
る
建
物
に
お
い
て
公
開
し
て
い
た
。
「
哲
学

尽
蔵
」

堂
収
蔵
品
控
(
仮
題
)
」
は
、
そ
れ
ら
円
了
の
収
集
品
を
書
き

上
げ
た
も
の
で
、
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
が

所
蔵
す
る
井
上
円
了
関
係
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

本
資
料
は
、
紙
片
を
紙
桂
り
で
綴
じ
、
冊
子
状
に
仕
立
て
た

も
の
で
あ
る
が
、
表
紙
は
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
綴
じ
込
ま
れ

た
紙
の
種
類
や
型
、
綴
じ
穴
の
位
置
な
ど
も
一
定
で
は
な
い
。

ま
た
、
資
料
の
本
文
を
見
る
と
、
そ
の
筆
跡
は
や
や
乱
雑
で
あ

り
、
誤
記
・
脱
字
が
散
見
さ
れ
る
ほ
か
、
文
字
を
訂
正
・
抹
消

し
た
箇
所
も
か
な
り
目
立
つ
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
正
式
な

目
録
・
台
帳
と
し
て
で
は
な
く
、
心
覚
え
の
た
め
の
メ
モ
か
、

仮
目
録
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

作
者
と
年
代
に
つ
い
て
は
、
資
料
中
に
表
記
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
推
定
と
な
る
が
、
ま
ず
作
者
に
つ
い
て
は
、
品
物
の
入

手
し
た
場
所
や
用
途
な
ど
、
収
集
し
た
当
人
で
な
い
と
記
述
が

難
し
い
情
報
も
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
円
了
自

ら
が
作
成
に
あ
た
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
年
代
に
関
し
て

は
、
哲
学
堂
に
「
無
尽
蔵
」
を
陳
列
所
と
し
て
開
設
し
た
大
正

四
年
(
一
九
一
五
)
以
降
と
み
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

さ
て
、
本
資
料
に
は
、
哲
学
堂
に
お
け
る
収
蔵
品
の
品
目
や

数
量
な
ど
が
配
架
さ
れ
た
棚
ご
と
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

う
し
た
記
載
は
、
写
真

1
・
2
の
通
り
、
綴
じ
組
(
紙
経
り
)

の
結
び
目
の
あ
る
側
だ
け
で
な
く
、
天
地
を
返
し
て
そ
の
反
対

(
裏
)
側
か
ら
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
品
物
の
置
か
れ

て
い
る
建
物
別
に
ま
と
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
書
き
上
げ
ら
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れ
て
い
る
品
目
か
ら
判
断
す
る
と
、
綴
じ
紐
の
結
ぴ
目
の
あ
る

側
(
写
真
1
)
を
一
丁
目
と
し
て
書
か
れ
た
の
が
「
六
賢
台
」
、

反
対
側
(
写
真
2
)
を
一
丁
目
と
す
る
の
が
「
無
尽
蔵
」
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
後
者
に
関
し
て
は
、
前
欠
の
可
能

性
が
高
い
。

今
回
、
翻
刻
す
る
の
は
、
本
資
料
の
う
ち
、
「
六
賢
台
」
に

置
か
れ
て
い
た
品
物
の
目
録
、
す
な
わ
ち
綴
じ
紐
の
結
び
目
の

あ
る
側
か
ら
数
え
て
一
丁
か
ら
二
八
丁
ま
で
の
部
分
で
あ
る

(
た
だ
し
、
二
四
丁
裏
か
ら
二
八
丁
裏
ま
で
は
記
載
な
し
)
。
残

り
の
「
無
尽
蔵
」
の
品
物
を
書
き
上
げ
た
部
分
の
翻
刻
に
つ
い

て
は
、
本
誌
次
号
に
掲
載
し
、
あ
わ
せ
て
こ
の
「
哲
学
堂
収
蔵

品
控
」
に
関
す
る
詳
し
い
解
説
を
載
せ
る
こ
と
と
し
た
い
。

資
料
の
調
査
・
解
読
に
あ
た
っ
て
、
三
浦
節
夫
(
東
洋

大
学
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授
)
、
大
豆
生
田
稔
(
東
洋
大

学
文
学
部
教
授
)
、
龍
津
潤
(
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
副
館
長
)
、

長
田
直
子
(
恵
泉
女
学
園
大
学
講
師
)
、
加
藤
芳
典
(
文
京
ふ

る
さ
と
歴
史
館
専
門
員
)
の
各
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
よ

付
記

り
ご
教
示
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
申
し
上

170 

げ
ま
す
。



写真 l 綴じ組の結び目のある側

写真2 綴じ紐の結び目のある方と反対(裏)償~
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例
言
・
凡
例

本
稿
で
は
、
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵

す
る
「
哲
学
堂
収
蔵
品
控
(
仮
題
)
」
全
六
一
丁
の
う
ち
、
綴

じ
紐
(
紙
経
り
)
の
結
び
目
が
あ
る
方
か
ら
数
え
て
、

一
丁
表

か
ら
二
八
丁
裏
ま
で
を
掲
載
し
た
。

翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
各
丁
表
・
裏
の
最
初
の
行
の
前
に
、
【

丁
表
】
の
よ
う
に
丁
数
と
表
・
裏
を
表
示
し
、
そ
の
紙
面
に
記

裁
が
無
い
場
合
は
、
〔
記
載
な
し
〕
と
表
記
し
た
。

訂
正
箇
所
(
抹
消
、
補
入
等
)
に
つ
い
て
は
、
訂
正
後
の
文
字

の
み
を
記
載
し
た
。

誤
字
、
脱
字
、
当
て
字
は
原
本
の
ま
ま
翻
刻
し
、
補
注
を
つ
け

て
こ
れ
を
補
っ
た
。

旧
字
・
異
体
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

翻
刻
文
中
に
、
現
在
で
は
使
用
を
慎
む
べ
き
用
語
が
見
ら
れ
る

が
、
歴
史
的
資
料
と
し
て
の
性
質
を
考
慮
し
、
そ
の
ま
ま
記
載

を
行
っ
た
。

資
料
の
翻
刻
・
注
記
は
北
田
建
二
(
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念

博
物
館
学
芸
員
)
が
行
っ
た
。

翻
刻

172 

【
一
丁
表
】
南
船
北
馬
旅
行
記
念
品
中
(1) 

陶
器
石
器
金
属
陳
列
二
階

棚
上
(
北
西
)

(2) 

茶
腕
(
汽
車
旅
行
紀
念
品

(
3
)
 

百
O
六

ガ
ラ
ス
戸
内

第
一
架

{
4
)
 

醤
油
サ
シ
(
磁
器
)
肥
後
人
吉

{
5
)
 

ミ
ユ
ヘ
ン
ピ
l
ヤ
ノ
酒
器
(
陶
器
)
(
蓋
金
属
)

土
瓶
(
磁
器
)

つ
る
ハ
金
属

天
狗
面

四
ケ
(
磁
器
)

【
一
丁
裏
】

シ
ェ

l
キ
ス
ピ
ア
石
膏
像

支
那
硯
水
入
(
磁
器
)

花
瓶
(
陶
器
)
草
津
製

獅
仔
像
(
陶
器
)
床
飾

茶
呑
茶
腕

(
陶
器



湯
呑
(
陶
器
)

(2) 

砥
部
焼
(
3
)
 

人
吉

油
入
(
陶
器
)

恵
比
寿
石
膏
像

(
4
)
 

玄
武
洞
石
(
5
)
 

湯
呑
(
四
万
製
)
陶
器

【
二
丁
表
】
蓋

陶
器

{1) 

出
雲
国
簸
川
郡
知
井
宮
ヨ
リ
出
デ
タ
ル
モ
ノ

偶
骸

(
2
)
 

台
湾
彰
湖
島
石(3
)
 

信
楽
焼
(
陶
器
)

酒
器
花
瓶
(
石
器
)

第

架

盃
類
(
陶
磁
器

達
磨
像
(
磁
器
)

盃
(
石
器
)

【
二
丁
裏
】

第
三
架
右

貝
形
器
物
(
陶
)(1) 

丹
後
竹
野
郡
琴
浜
ノ
砂

廿
四
ケ
)

面
形
盃

(2) 

五
ケ
(
陶
製
)
伊
勢
阿
漕
焼

瓦
片

ケ

土
瓶
(
陶
)
琉
球

盃

ケ

磁

ブ
ラ
ジ
ル
土
人
焼
物
(
3
)
 

土
瓶
酒
入
(
肥
後
人
吉
)

土
瓶
(
サ
ツ
マ
酒
入
)
二
ケ

【
三
丁
表
】

(
1
)
 

急
須
(
有
多
焼
)
磁

盃

(
2
)
 

(
陶
)
(
美
濃
赤
坂
)

釜
形
ノ
陶
器

花
瓶

(
3
)
 

肥
後
小
岱
焼
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(
4
)
 

楓
葉
形
(
煙
草
灰
落
)
淡
路
オ
ノ
コ
ロ
焼

第
三
架
左

茶
碗

盃

十
八
(
石
器
二
ケ
)

【
三
丁
裏
】

第
四
架
天
狗
面
(
磁
器
)
有
田
焼



(2) 

対
馬
巌
島
硯
(
3
)
(
4
)
 

備
前
三
石
苧
石
(
六
ケ
)

(

5

)

(

6

)

 

満
俺
石
丹
後
国
船
井
郡
産

貝
殻
石
(
文
鎮
)

(
7
)
 

捕
魚
具
(
相
州
三
崎
)

【
四
丁
表
】

(
1
)
 

急
須
(
四
万
製
(
陶
)

(2) 

馬
上
盃
(
長
州
萩
製
)

(
3
)
 

盃
(
瀬
戸
製
)
(
4
)
 

石
(
勿
来
聞
の
石
)

魚
形
(
金
属
)

石
(
文
鎮
)

【
四
丁
裏
】

第
五
架
貝
ノ
化
石

(
1
)
 

五
ケ
(
福
島
県
梁
川
町
城
跡
ヨ
リ

掘
出
セ
ル
モ
ノ

メミ二
メヨ、

良

鹿
ノ
角

赤
瓦
片
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孔
子
墓
畔
石

(
2
)
 

石
(
青
島
)

ケ

血

二
ケ(3) 

(
福
島
県
飯
坂
製
)

【
五
丁
表
】

瓦
片
(
1
)
 

子
抱
石

(
2
)
 

三
河
国
南
設
楽
大
野

(3) 

宝
石
(
美
ノ
赤
坂
)

ケ

焼
物
(

全

生(泰(文
蕃 5山4鎮
ノ絶ー(
装頂ス
飾ノズ
品石紀
ト念
孔物
子)

廟金
ノ属
瓦

石瓦
七二

【
五
丁
裏
】

石
、
床
飾

(
1
)
 

メ
ル
ボ
ル
ン
)

貝
殻
(
濠
州(2
)
 

カ
ナ
リ
l
島
土
人
首
飾

(3) 

海
松
(
天
草
牛
深
海
中
産
)

(
4
)
 

ニ
ュ

1
ギ
ニ
ア
土
人
ノ
首
飾
品



(
5
)
 

貝
ノ
化
石
(
江
州
甲
賀
郡
佐
山
村
よ
り
)

【
七
丁
表
】

福
助
ノ
面

(
1
)
 

砲
弾
(
西
南
役
)

【
六
丁
表
】
(

1

)

(

2

)

 

妹
蜘
貝
(
小
笠
原
島
産
)

砲
弾
の
ケ
l
ス
(
日
本
銃
)

米
国
ス
タ
ン
フ
オ

ノレ
ト
大)

学d
礼一
拝
堂
ノ
破
壁

貝
石
(

同

(
2
)
 

散
弾
合
一
笠
艦
ニ
ウ
ケ
タ
ル
敵
蝉
)

全

全

石

架

骨

茶
腕

土
香
炉

鎌

(
3
)
 

石
(
伊
豆
天
城
山
)

【
六
丁
裏
】

【
七
丁
裏
】

鉄
片

第
七
架
(

1

)

(

2

)

 

舜
妙
鉄
(
出
雲
能
郡
比
回
村
)

(3) 

葉
山
細
石

砲
弾

懸
花
瓶
(
石
)

庭
石

(
4
)
 

島
根
県
三
瓶
山
ヨ
リ
産
ス
ル
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南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ノ
馬
蹄
鉄

(
1
)
 

日
露
戦
役
三
笠
艦
の
ウ
ケ
タ
ル
敵
弾

五
ケ

土
瓶

員
形
ノ
皿
(
陶
)

貝
殻

貝
殻
付
ノ
懸
花
瓶
(
土
)

(
2
)
 

生
蕃
ノ
食
器
、
(
陶
)

波
状
を
有
ス
ル
岩
石

皿
の
片



【
八
丁
表
】

(
5
)
 

伊
豆
大
島
火
山
石

瓢
箪
(
1
)
 

向
島
焼

【
九
丁
裏
】

〔
記
載
な
し
〕

(2) 

土
器
(
出
雲
国
簸
川
郡
智
井
宮
ヨ
リ
出
、

【一

O
丁
表
】

貝
ノ
化
石

四

第
二
架

{
3
)
 

貝
(
濠
州
メ
ル
ボ
ル
ン

(
1
)
 

一、

Z
O河
口
開
〉
司

H
@
]
=

{
2
)
 

ミ
ル
ト
ン
草
庵
庭
園
ノ
石

貝
石
(
棒
状
)

貝

ケ

薯
石

(4) 

紀
伊
国
古
谷
石

蜘
妹
貝

メ
キ
シ
コ
ノ
石

四
ヶ

【
八
丁
裏
】

石

小
キ
貝
殻

十
種
程

第
三
架

【
九
丁
表
】(1
)
 

楓
葉
(
印
度
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
)

南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
ノ
石

亜
鉛
石

偶
骸
石

駅
茶
腕

廿
一
ヶ

【一

O
丁
裏
】

棚
内

〔
記
載
な
し
〕

第
一
架

【
二
丁
表
】
(
1
)
(
2
)
 

佐
渡
赤
王
石
(3) 

石
(
紀
州
日
高
産
)

石

(2) 

台
湾
蕃
暑
石
、

(
4
)
 

袋
田
滝
石

(
3
)
 

一
、
鍾
乳
石
(
武
蔵
日
原
)

一
、
阿
蘇
噴
火
ノ
奇
石
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(
3
)
 

伊
香
保
温
泉
石

{
5
)
(
6
)
 

馬
関
梅
花
石



(
4
)
 

勿
来
関
ノ
石
、

第
四
架

(5) 

黒
水
田
町
(
伯
州
黒
石
産
)

(
6
)
 

十
勝
石

(
7
)
 

薯
石
、
(
イ
ツ
大
島
)

曲
玉
形
石
、

出
雲
ノ
青
璃
瑠

【
二
丁
裏
】

〔
記
載
な
し
〕

【
一
二
丁
表
】

第
五
架

石

(2) 

鋸
山
大
仏
前
ノ
鉄

(
4
)
 

天
ノ
橋
立
ノ
石
、

秋
田
県
十
和
田
湖
ノ
石
、

出
雲
ノ
砂
鉄

第
六
架

(7) 

亜
鉛
砂
石
(
ヒ
ダ
神
間
鉱
)

(8) 

石
(
美
ノ
国
加
茂
)

(
1
)
 

一
、
石
(
月
ヶ
瀬
)

(
3
)
 

阿
波
吉
野
川
沿
岸
ノ
石
、
一

石
(
阿
波
産
)貝

ノ
化
石

(5) 

箱
石
(
ヒ
ダ
国
府
産
)

(
6
)
 

広
東
陳
氏
基
所
ノ
口
問

(B) 

一
、
天
ノ
橋
立
ノ
石

貝
ノ
化
石
、

【
一
二
丁
裏
】

〔
記
載
な
し
〕

【
一
三
丁
表
】

石
(
伊
豆

雷(

き工

(
4
)
 

瀬
戸
陶
器
ノ
原
料

第
七
架

一
、
砂
石

(9) 

nr
・

石

ヒ
ダ
雷国
ぷ斧ぶ戸
産

岩
ノ
片

(
5
)
(
6
)
(
7
)
 

美
ノ
養
老
紫
雲
石
と
葡
萄
石

(8) 

鉱
石
(
足
尾
)

第
文八
鎮架

赤ミ
盟坂ノ

床
飾

人
間
形
(
二
ケ
)

老
子
像
(
支
那
製
)

【
一
三
丁
裏
】

〔
記
載
な
し
〕

砂
石多

出塁 fL
仁止1
~ ;Ij多
部行中県
産)産小(

- 国主
山
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金
ゾ
ク

鉱
石

津越
同I[後
東
蒲

__!!l3 

(
日
)

サ
イ
ズ
チ
形
、
石
ノ
文
鎮



【
一
四
丁
表
】

(
1
)
 

十
勝
石

ケ

党
鐘
模
型

{
1
)
 

曹
洞
宗
総
持
寺
本
山
ヨ
リ

石
炭

南
側

(2) 

青
石
(
江
州
永
源
寺
)

{
3
)
 

美
ノ
養
老
石

(4) 

木
葉
石

(
2
)
 

神
社
仏
閣
ノ
守
符
(
額
面
三
)

(3) 

印
度
婆
羅
門
教
徒
御
守
符
(
額
入
)

{
5
)
 

二
ケ
(
下
野
塩
原
)

(
4
)
 

草
花
(
額
入
)
最
北
夜
半
太
陽
不
没
ノ
地
ニ
テ

【
一
五
丁
裏
】

取
H
Y
タ
ル
モ
ノ

〔
記
載
な
し
〕

東
側

【
一
六
丁
表
】

上
段

第
二
架

汽
車
旅
行
茶
腕

{
1
)
 

砂
金
石
(
北
海
道
江
差
)

(

2

}

(

3

)

 

信
夫
石
(
会
津
東
山
)
三
、

(
4
)
 

天
狗
ノ
爪

(

5

)

(

6

)

 

木
葉
石
(
上
州
草
津
)(7
}
 

北
海
道
北
見
国
宗
谷
峡
ニ
テ
採
集

(
8
}
 

福
禄
寿
(
伊
豆
大
島
)

{9) 

橋
杭
石
(
熊
野
名
勝
)

(
叩
)
(
刊
)

木
葉
石
塩
原

廿

【
一
四
丁
裏
】

〔
記
載
な
し
〕

【
一
五
丁
表
】

ガ
ラ
ス
入

第

架

東

石石藷
石
蝋
石
(
肥
前
産
)
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石

七
ケ



上
州
伊
香
保
温
泉
石

肥浅木天
後間(葉(草
日山 5石3砥
奈麓)()石E
久瓦ノ美 ) 
化)石ノニ
石 、 かー、

| 主五

【
一
六
丁
裏
】

〔
記
載
な
し
〕

【
一
七
丁
表
】

架

貝
ノ
化
石

(
岐
車
県
)

伊
豆
ノ
石
、

(2) 

香
月
硯
石
(
福
岡
県
)(3
)
 

鉄
砲
石
(
能
登
珠
洲
郡
(4) 

一
ど
き
石
(
三
保
ノ
松
原

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
石

【
一
八
丁
裏
】

〔
記
載
な
し
〕

【
一
九
丁
表
】

(5) 

化
石
(
越
中
国
西
嘱
波
郡
田
川
村
稲
葉
山
)

〔
記
載
な
し
〕

化
石
(
六
ケ
)
(
6
}
 

貝
石
(
小
笠
原
島
)

【
一
九
丁
裏
】

〔
記
載
な
し
〕

(
1
)
 

外
国
諸
方
の
石
多
数
(
凡
ソ
個
)

ク
ル
ミ
石
(
二
)
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【
一
七
丁
裏
】

【二

O
丁
表
】

〔
記
載
な
し
〕

瓦
片

一一一、{1
}
 

石
見
断
魚
渓
ノ
石

【
一
八
丁
表
】

四
架

化
石
(
三
)

五
架
、

砲
丸
石
(
二
)



蚕
石
、

エ
ン
ド

1
石、

【
二
二
丁
表
】
{
1
)
 

雷
斧
(
北
海
道
)

{
2
)
 

青
璃
瑠
一

(
3
)
 

妙
高
山
麓
ノ
石

(
4
)
 

隠
岐
島
馬
蹄
石
)
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外

七

石

(
2
)
 

矢
石
及
ピ
瓦
片
(
伊
豆
ヨ
リ
)

【二

O
丁
裏
】

〔
記
載
な
し
〕

台
湾
ノ
化
石

【
-
二
丁
表
】

奈
良
春
日
ノ
鹿
ノ
角

(1) 

一
、
ノ
ル
ス
ケ
l
プ
太
陽
不
没
地
ノ
記
念
石

瓦
片

富
士
噴
出
石

外
四
品
(
石
)

(5) 

安
産
貝

(2) 

鉛
鉱
(
ヒ
ダ
神
岡
)

六
架

【
二
二
丁
裏
】

(3) 

一
、
小
笠
原
ノ
石

七
ケ

〔
記
載
な
し
〕

小
笠
原
ノ
貝
石
(
三

【
一
二
ニ
丁
表
】(1) 

八
丈
島
ノ
石
(
二
)

(
2
)
{
3
)
 

伊
豆
大
島
ノ
火
石
(
十
二
)

二笠小
見一置一笠
浦亙山三原
ノのノ
石石貝
〆目、〆目、

七
架

ウ
二
丁
裏
】

〔
記
載
な
し
〕

一
、
琉
球
海
浜
ノ
貝
石

(4) 

一
、
三
保
ノ
石
(
十
一
)



(5) 

伊
豆
伊
東
ノ
石

【
二
五
丁
裏
】

(6) 

貝
石
(
美
濃
国
土
岐
郡
月
出
村
貝
石
)
十

〔
記
載
な
し
〕

石
、
文
鎮
、
二
本
(
破
壊
品
)

【
二
六
丁
表
】

【
二
三
丁
裏
】

〔
記
載
な
し
〕

〔
記
載
な
し
〕

【
二
六
丁
裏
】

【
二
四
丁
表
】

〔
記
載
な
し
〕

銅
鉱
ニ
水
晶
附
着
ノ
石

(
1
)
 

佐
渡
ノ
石

【
三
七
丁
表
】

数
百

〔
記
載
な
し
〕

j¥ 
架

【
二
七
丁
裏
】

諸
外
国
の
石

数
多

〔
記
載
な
し
〕

【
二
八
丁
表
】

守一
符三

額

枚

〔
記
載
な
し
〕

神
社
仏
閣
参
拝
紀
念

(
3
)
 

支
那
曲
阜
廟
内
ノ
聖
賢
手
植
ノ
木
(
額
面
)

【
一
一
八
丁
裏
】

【
二
四
丁
裏
】

〔
記
載
な
し
〕

〔
記
載
な
し
〕

【
二
五
丁
表
】

補
佐.

〔
記
載
な
し
〕

【
一
丁
表
】

(
1
)

井
上
円
了
口
述
「
哲
学
堂
案
内
」
に
、
「
〔
六
賢
台
の
〕
二
階
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の
壁
聞
に
は
余
が
旅
行
の
紀
念
物
中
、
石
器
陶
器
を
陳
列

し
、
又
明
治
廿
三
年
以
来
蒐
集
し
た
る
神
社
仏
閣
の
守
札
数

百
種
と
、
汽
車
中
の
茶
呑
茶
碗
百
数
十
個
を
陳
列
し
て
置
い

た
。
」
と
あ
る
(
井
上
玄
一
編
『
哲
学
堂
案
内
』
財
団
法
人

哲
学
堂
、
一
九
二

O
年
増
補
改
訂
第
三
版
、
一
四
頁
、
〔
〕

内
は
引
用
者
補
)
。

原
文
マ
マ
。

括
弧
閉
じ
の
脱
字
は
、
原
文
マ
マ
。
な
お
、
こ
れ
よ
り
以
降

の
丁
に
お
け
る
括
弧
開
き
・
閉
じ
の
脱
字
に
つ
い
て
も
、
す

べ
て
原
文
マ
マ
で
記
載
し
た
。

(
4
)

現
熊
本
県
人
吉
市
。
肥
後
人
吉
藩
の
旧
城
下
町
。

(
5
)

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
。
ド
イ
ツ
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
。

【
一
丁
裏
】

(
1
)

現
滋
賀
県
草
津
市
、
あ
る
い
は
群
馬
県
吾
妻
郡
草
津
町
か
。

(
2
)

現
愛
媛
県
伊
予
郡
砥
部
(
と
べ
)
町
を
産
地
と
す
る
磁
器
。

(
3
)

一
丁
表
・
補
注
4
参
照
。

(
4
)

玄
武
洞
は
、
現
兵
庫
県
豊
岡
市
、
岩
手
県
岩
手
郡
雫
石
町
、

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
と
、
各
地
に
存
在
す
る
。

(
5
)

現
群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町
の
四
万
(
し
ま
)
温
泉
か
。

【
二
丁
表
】

(
1
)

現
島
根
県
出
雲
市
知
井
宮
(
ち
い
み
や
)
町
。

(
2
)

台
湾
、
影
湖
諸
島
。

(
3
)

滋
賀
県
信
楽
(
し
が
ら
き
)
地
方
を
産
地
と
す
る
陶
器
。

(
2
)
 

(
3
)
 

【
二
丁
裏
】

(
1
)

琴
引
浜
。
現
京
都
府
京
丹
後
市
に
あ
り
、
鳴
砂
が
有
名
。
井

上
円
了
は
『
妖
怪
学
講
義
』
合
本
第
二
冊
(
明
治
二
六
年
)

で
、
島
根
県
の
「
琴
浜
」
(
琴
ヶ
浜
、
現
島
根
県
大
田
市
)

の
鳴
砂
に
つ
い
て
、
「
俗
に
こ
れ
を
不
思
議
と
い
う
も
、
あ

え
て
怪
異
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
」
と
述
べ
て
い
る

(
『
井
上
円
了
妖
怪
学
全
集
』
第
一
巻
、
柏
書
房
、
一
九
九

九
年
、
三
四
二
頁
)
。

(
2
)

現
三
重
県
津
市
、
阿
漕
浦
(
あ
こ
ぎ
が
う
ら
)
付
近
を
産
地

と
す
る
陶
器
。

(
3
)

一
丁
表
・
補
注
4
参
照
。

【
三
丁
表
】

(
1
)

有
田
焼
。
佐
賀
県
有
田
地
方
を
産
地
と
す
る
磁
器
。

(
2
)

現
岐
阜
県
大
垣
市
赤
坂
町
。
中
山
道
の
旧
宿
場
町
。

(
3
)

小
代
焼
。
熊
本
県
、
小
岱
(
小
代
)
山
麓
の
地
域
を
産
地
と

す
る
陶
器
。

(
4
)

搬
叡
慮
焼
。
淡
路
島
、
洲
本
(
現
兵
庫
県
洲
本
市
)
の
淡
路

製
陶
会
社
が
製
造
し
た
焼
物
。

【
三
丁
裏
】

(
1
)

三
丁
表
・
補
注
1
参
照
。

(
2
)

厳
原
。
現
長
崎
県
対
馬
市
厳
原
(
い
づ
は
ら
)
町
。
厳
原
町

の
若
田
地
区
は
硯
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。

現
岡
山
県
備
前
市
三
石
。
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(
3
)
 



石
の
中
に
さ
ら
に
小
さ
な
石
を
も
つ
も
の
い
う
。
な
お
、
現

備
前
市
三
石
に
あ
る
三
石
神
社
は
、
別
名
を
苧
石
神
社
と
い

λ
ノマ
ン
ガ
ン
石
。

京
都
府
船
井
郡
。
船
井
郡
を
含
む
丹
波
地
方
一
帯
は
、
マ
ン

ガ
ン
鉱
石
の
一
大
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。

(
7
)

現
神
奈
川
県
三
浦
市
三
崎
町
。

【
四
丁
表
】

(
1
)

一
丁
裏
・
補
注
5
参
照
。

(
2
)

現
山
口
県
萩
市
。
萩
焼
と
呼
ば
れ
る
陶
器
の
産
地
。

(
3
)

現
愛
知
県
瀬
戸
市
。
瀬
戸
焼
と
呼
ば
れ
る
陶
磁
器
の
産
地
。

(
4
)

常
陸
・
陸
奥
両
国
の
海
沿
い
の
国
境
に
設
け
ら
れ
て
い
た
古

代
の
関
所
。
現
福
島
県
い
わ
き
市
勿
来
(
な
こ
そ
)
町
。

【
四
丁
裏
】

(
1
)

現
宮
城
県
伊
達
市
梁
川
町
。

(
2
)

「
青
島
」
と
い
う
地
名
は
全
国
各
地
に
あ
る
。
井
上
円
了
の

出
身
地
で
あ
る
新
潟
県
三
島
(
さ
ん
と
う
)
郡
浦
村
(
現
長

岡
市
浦
)
と
隣
接
し
た
地
域
に
も
、
青
島
(
現
長
岡
市
青
島

町
)
と
い
う
地
名
が
存
在
す
る
。

(
3
)

現
福
島
県
福
島
市
飯
坂
町
。
飯
坂
温
泉
が
有
名
。

【
五
丁
表
】

(
1
)

愛
知
県
、
阿
寺
の
七
滝
(
現
新
城
市
)
の
磯
岩
の
俗
称
。
こ

れ
を
紀
る
と
子
宝
に
恵
ま
れ
る
と
す
る
俗
信
が
あ
る
。

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

現
愛
知
県
新
城
市
大
野
。

三
丁
表
・
補
注
2
参
照
。

中
園
、
山
東
省
の
名
山
。
名
勝
・
古
跡
が
多
く
存
在
し
、
中

国
五
岳
に
数
え
ら
れ
る
。

台
湾
の
原
住
民
族
で
あ
る
高
山
族
で
、
漢
族
と
同
化
し
て
い

な
い
人
々
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
呼
称
。

【
五
丁
裏
】

(
1
)

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ピ
ク
ト
リ
ア
州
。

(
2
)

カ
ナ
リ
ア
諸
島
。
ス
ペ
イ
ン
。

(
3
)

現
熊
本
県
天
草
市
牛
深
町
。

(
4
)

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
。
西
部
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
領
、
東
部
は
パ

プ
ア
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
に
属
す
る
。

(
5
)

現
滋
賀
県
甲
賀
市
甲
賀
町
。

【
六
丁
表
】

(
1
)

蜘
妹
員
。

(
2
)

小
笠
原
諸
島
。
現
東
京
都
小
笠
原
村
。

(
3
)

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
。
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
。

【
六
丁
裏
】

(
1
)

明
治
三
五
年
(
一
九

O
二
)
に
建
造
さ
れ
た
戦
艦
。
日
露
戦

争
に
お
け
る
日
本
海
海
戦
の
勝
利
な
ど
で
知
ら
れ
る
。

(
2
)

五
丁
表
・
補
注
5
参
照
。

【
七
丁
表
】

(
1
)

明
治
一

O
年
(
一
八
七
七
)
の
西
南
戦
争
。

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
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六
丁
裏
・
補
注
1
参
照
。

静
岡
県
、
伊
豆
半
島
中
央
部
に
そ
び
え
る
連
山
。
山
麓
で
は

天
城
抗
火
石
を
産
出
す
る
。

【
七
丁
裏
】

(
1
)

燐
妙
鉄
か
。
詳
細
不
明
(
「
妙
」
は
砂
の
誤
記
か
)
。

(
2
)

能
義
郡
比
田
村
。
現
島
根
県
安
来
市
広
瀬
町
。
能
義
郡
一
帯

で
は
、
た
た
ら
製
鉄
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
比
田
村
に

は
、
た
た
ら
師
の
職
能
神
で
あ
る
金
屋
子
神
と
た
た
ら
製
鉄

の
発
祥
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
伝
え
降
り
れ
て
い
れ
る
。

(
3
)

「
葉
山
」
の
地
名
は
、
現
神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
を
は
じ

め
、
各
地
に
あ
る
。

(
4
)

島
根
県
の
中
央
部
、
石
見
と
出
雲
の
国
境
に
位
置
す
る
山
。

【
八
丁
表
】

(
1
)

詳
細
不
明
。
「
向
島
」
が
現
東
京
都
墨
田
区
向
島
と
す
れ
ば
、

向
島
百
花
園
で
焼
か
れ
た
隅
田
川
焼
か
。

(
2
)

知
井
宮
。
三
丁
表
・
補
注
1
参
照
。

(
3
)

五
丁
裏
・
補
注
1
参
照
。

【
九
丁
表
】

(
1
)

『
西
航
目
録
』
(
明
治
三
七
年
)
に
よ
れ
ば
、
井
上
円
了
は
二

回
目
の
海
外
視
察
で
イ
ン
ド
を
訪
れ
た
際
、
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
見

物
」
を
行
い
、
楓
葉
を
持
ち
帰
っ
て
い
る
(
『
井
上
円
了
・

世
界
旅
行
記
』
柏
書
房
、
二

O
O三
年
、
一
七
五
頁
)
。

蕃
薯
寮
か
。
台
湾
。

(
2
)
 

(
3
)
 

(
2
)
 

現
東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
日
原
(
に
っ
ぽ
ら
)
。
日
原

鍾
乳
洞
が
有
名
。

茨
城
県
北
西
部
、
久
慈
川
支
流
の
滝
川
に
あ
る
滝
。
現
久
怒

郡
大
子
町
に
あ
る
。

(
5
)

伊
豆
諸
島
、
大
島
。
現
東
京
都
大
島
町
。

【一

O
丁
表
】

(
1
)
Z
O
E
)
穴
〉
苫
)
。
ノ

l
ル
カ
ッ
プ
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
北
部
、
マ

ゲ
ロ
イ
島
北
端
の
岬
。

イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ト
ン
の
旧
居
。
『
南
半
球

五
万
哩
』
(
明
治
四
五
年
)
に
よ
れ
ば
、
井
上
円
了
は
三
回

目
の
海
外
視
察
で
イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
中
、
「
ミ
ル
ト
ン
コ
ツ

テ
l
ジ
」
を
訪
れ
て
い
る
(
『
井
上
円
了
・
世
界
旅
行
記
』
、

三
四

O
頁)。

現
群
馬
県
渋
川
市
伊
香
保
町
。

観
賞
石
、
盆
石
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
。
旧
紀
伊
国
(
和
歌
山

県
)
が
主
な
産
地
。

現
山
口
県
下
関
市
の
旧
称
で
あ
る
赤
間
関
の
別
名
。

井
上
円
了
は
「
妖
怪
学
講
義
』
合
本
第
二
冊
で
、
世
に
知
ら

れ
た
「
怪
石
」
と
し
て
、
梅
花
石
の
ほ
か
、
木
の
葉
石
、
魚

化
石
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
ま
や
、
そ
れ
ら
が

た
だ
の
化
石
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、
子
ど
も
で
も
知
っ
て
い

る
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
(
『
井
上
円
了
妖
怪
学
全
集
』

第
一
巻
、
五
六
一
一
貝
)

0
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(
3
)
 

(
4
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 



【
一
一
丁
表
】

(
1
)

佐
渡
島
。
新
潟
県
。

(
2
)

赤
玉
石
。
佐
渡
島
を
産
地
と
す
る
紅
色
の
美
し
い
石
。
観
賞

用
な
ど
に
珍
重
さ
れ
る
。

(
3
)

和
歌
山
県
日
高
郡
。

(
4
)

四
丁
表
・
補
注
4
参
照
。

(
5
)

黒
坂
か
。
現
鳥
取
県
日
野
郡
日
野
町
黒
坂
。

(
6
)

黒
曜
石
の
別
称
。
北
海
道
十
勝
地
方
が
産
地
と
し
て
知
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
称
が
つ
い
た
。

(
7
)

伊
一
豆
大
島
。
九
丁
表
・
補
注
5
参
照
。

(
8
)

美
濃
国
加
茂
。
現
岐
車
県
美
濃
加
茂
市
。

【
一
二
丁
表
】

(
1
)

「
月
ヶ
瀬
」
の
名
の
付
く
村
は
、
奈
良
県
、
岐
車
県
、
福
井

県
、
静
岡
県
に
存
在
し
た
。

天
明
三
年
(
一
七
八
三
)
、
房
総
半
島
の
鋸
山
中
腹
に
あ
る

日
本
寺
に
建
立
。
現
千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町
。

四
国
の
中
央
部
を
流
れ
る
川
。
石
鎚
山
地
に
端
を
発
し
、
高

知
・
徳
島
両
県
を
流
れ
、
徳
島
市
内
で
紀
伊
水
道
に
注
ぐ
。

四
国
三
郎
の
異
名
で
知
ら
れ
る
。

天
橋
立
。
現
京
都
府
宮
津
市
。
日
本
三
景
の
ひ
と
つ
に
数
え

ら
れ
る
。

飛
騨
国
府
。
現
岐
車
県
高
山
市
国
府
(
こ
く
ふ
)
町
。

広
東
陳
氏
墓
所
。
『
南
半
球
五
万
哩
』
に
よ
る
と
、
井
上
円

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

了
は
第
三
回
海
外
視
察
の
際
に
、
中
国
、
広
東
(
現
広
州

市
)
に
あ
る
「
陳
氏
祖
廟
」
を
訪
れ
て
い
る
(
『
井
上
円

了
・
世
界
旅
行
記
』
、
二
四
九
頁
)
。

飛
弾
神
岡
鉱
。
現
岐
阜
県
飛
蝉
市
神
岡
町
の
神
岡
鉱
山
。
亜

鉛
・
鉛
等
の
鉱
石
を
産
出
。

(
8
)

補
注
4
参
照
。

(
9
)

原
文
マ
マ
。

【
一
三
丁
表
】

(
1
)

石
斧
な
ど
、
石
器
時
代
の
遺
物
に
対
す
る
俗
称
。
落
雷
で
雷

神
が
空
か
ら
落
と
し
た
物
と
し
て
信
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
井
上
円
了
は

『
妖
怪
学
講
義
』
合
本
第
二
冊
で
、
「
妄
談
に
し
て
取
る
に
足

ら
ず
。
」
と
い
う
見
解
を
述
べ
て
い
る
(
『
井
上
円
了
妖
怪

学
全
集
』
第
一
巻
、
五
六
四
頁
)
。

飛
弾
国
府
。
一
二
丁
表
・
補
注
5
参
照
。

補
注
1
参
照
。

四
丁
表
・
補
注
3
参
照
。

美
濃
養
老
。
現
岐
車
県
養
老
郡
養
老
町
。

紫
雲
が
か
か
っ
た
よ
う
な
紋
様
を
も
っ
美
し
い
石
。

珪
酸
塩
鉱
物
の
ひ
と
つ
。
淡
い
緑
色
で
ブ
ド
ウ
の
房
に
も
似

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
。

現
栃
木
県
日
光
市
足
尾
町
か
。
足
尾
銅
山
で
知
ら
れ
る
。

現
山
形
県
西
置
賜
郡
小
国
町
。

(
7
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
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(
叩
)

(
日
)
(ロ)
美
濃
赤
坂
。
三
丁
表
・
補
注
2
参
照
。

島
根
県
仁
多
郡
。

新
潟
県
東
蒲
原
郡
。
東
蒲
原
郡
に
は
い
く
つ
か
鉱
山
が
あ

り
、
銅
や
鉛
な
ど
の
鉱
石
を
産
出
し
て
い
た
。

(
日
)
現
新
潟
県
東
蒲
原
郡
阿
賀
町
(
旧
津
川
町
)
。

(
日
)
サ
イ
ヅ
チ
(
才
槌
)
。
小
型
の
木
槌
の
こ
と
。

【
一
四
丁
表
】

(
1
)

曹
洞
宗
の
大
本
山
。
現
横
浜
市
鶴
見
区
。

(
2
)

井
上
司
了
は
『
妖
怪
学
雑
誌
』
第
壱
号
(
明
治
三
三
年
)
に

お
い
て
、
「
余
は
全
国
の
神
社
仏
閣
の
御
守
り
札
を
葉
集
し

て
、
他
日
、
一
大
額
堂
を
建
立
す
る
意
な
れ
ば
、
諸
国
の
有

志
者
よ
り
続
々
御
守
り
札
を
恵
贈
あ
ら
ん
こ
と
を
懇
望
す
。
」

と
述
べ
て
い
る
(
『
井
上
円
了
妖
怪
学
全
集
』
第
六
巻
、

柏
書
房
一
、
二

O
O
一
年
、
一
四
七
頁
)

0

バ
ラ
モ
ン
教
。
『
妖
怪
学
雑
誌
』
第
三
号
(
明
治
三
三
一
年
)

の
口
絵
に
、
哲
学
館
出
身
者
の
大
宮
孝
潤
(
こ
う
に
ん
)
か

ら
井
上
円
了
に
贈
ら
れ
た
「
イ
ン
ド
教
徒
護
身
霊
符
」
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
大
宮
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ヒ
ン

ド
ゥ

l
教
徒
の
も
の
と
い
う
(
『
井
上
円
了
妖
怪
学
金
集
』

第
六
巻
、
二
ハ
五
・
一
七
二
頁
)

0

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ノ
l
ル
カ
ッ
プ
の
こ
と
か
。
一

O
丁
表
・
補

注
1
参
照
。
『
南
半
球
五
万
哩
』
に
よ
れ
ば
、
井
上
円
了
は

三
回
目
の
海
外
視
察
の
際
に
、
「
夜
半
の
太
陽
」
を
見
る
こ

(
3
)
 

(
4
)
 

と
を
目
的
と
し
て
ノ
l
ル
カ
ッ
プ
を
訪
れ
た
際
に
、
こ
の
地

で
石
と
花
を
採
取
し
て
い
る
(
『
井
上
円
了
・
世
界
旅
行
記
』
、

三
二
五
頁
)

0

【
一
五
丁
表
】

(
1
)

一
一
丁
表
・
補
注
6
参
照
。

(
2
)

臨
済
宗
永
源
寺
派
の
本
山
。
現
滋
賀
県
東
近
江
市
。

(
3
)

美
濃
養
老
。
二
二
丁
表
・
補
注
5
参
照
。

(
4
)

木
の
葉
の
植
物
化
石
。
那
須
の
塩
原
湖
成
層
と
呼
ば
れ
る
地

層
よ
り
産
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一

O
丁
表
・
補
注
6
参

照。

(
5
)

現
栃
木
県
那
須
塩
原
市
。
塩
原
温
泉
郷
が
有
名
。

【
一
六
丁
表
】

(
l
)

北
海
道
檎
山
郡
江
差
町
。

(
2
)

忍
石
か
。
忍
石
(
し
の
ぶ
い
し
)
は
、
植
物
化
石
に
似
た
美

し
い
模
様
を
も
つ
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
現
福
島

県
福
島
市
に
位
置
す
る
信
夫
山
の
石
の
こ
と
か
。

現
福
島
県
会
津
若
松
市
東
山
町
。
東
山
温
泉
が
有
名
。

サ
メ
の
歯
の
化
石
に
対
す
る
俗
称
。
そ
の
鋭
利
か
っ
奇
妙
な

造
形
か
ら
、
天
狗
の
爪
と
し
て
信
じ
ら
れ
、
民
間
信
仰
の
対

象
と
な
っ
た
。
な
お
、
井
上
円
了
は
『
迷
信
解
』
(
明
治
三

七
年
)
で
、
天
狗
の
爪
を
、
雷
斧
(
一
三
丁
表
・
補
注
1
)

と
同
様
の
「
石
器
時
代
の
遺
物
」
と
し
て
い
る
(
『
井
上
円

了
妖
怪
学
全
集
』
第
四
巻
、
柏
書
房
、
二

O
O
O年、

186 

(
3
)
 

(
4
)
 



六
三
四
頁
)
。

木
の
葉
の
植
物
化
石
。
一

O
丁
表
・
補
注
6
参
照
。

現
群
馬
県
吾
妻
郡
草
津
町
。
草
津
温
泉
が
有
名
。

宗
谷
海
峡
。
現
北
海
道
稚
内
市
。

九
丁
表
・
補
注
5
参
照
。

橋
杭
岩
。
現
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
串
本
町
。
直
線
状
に
岩
柱

が
並
ぶ
様
子
か
ら
そ
の
名
が
つ
く
。
井
上
円
了
は
『
円
了
随

筆
』
(
明
治
三
四
年
)
で
、
こ
の
「
橋
杭
」
の
上
に
「
天
橋
」

(
天
橋
立
、
二
一
丁
表
・
補
注
4
参
照
)
を
載
せ
れ
ば
「
天

然
の
橋
梁
」
が
完
成
し
た
の
に
、
両
者
は
「
百
里
の
外
」
に

あ
り
、
残
念
だ
と
述
べ
て
い
る
(
『
井
上
円
了
選
集
』
第
二

四
巻
、
東
洋
大
学
、
二

O
O四
年
、
一
一
一
頁
)
。

(
叩
)
一
五
丁
表
・
補
注
4
参
照
。

(
日
)
一
五
丁
表
・
補
注
5
参
照
。

【
一
七
丁
表
】

(
1
)

一
O
丁
表
・
補
注
3
参
照
。

(
2
)

現
福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
西
区
(
旧
遠
賀
郡
香
用
村
)
か
。

(
3
)

現
石
川
県
珠
洲
(
す
ず
)
市
、
お
よ
び
鳳
洲
(
ほ
う
す
)
郡

の
一
部
。

現
静
岡
県
清
水
区
三
保
。
富
士
山
を
望
む
景
勝
地
と
し
て
有

名
で
あ
り
、
羽
衣
伝
説
の
舞
台
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

現
富
山
県
小
矢
部
市
田
川
。
稲
葉
山
は
旧
田
川
村
の
北
西
部

に
位
置
す
る
。

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)

六
丁
表
・
補
注
2
参
照
。

【
一
八
丁
表
】

(
1
)

原
文
マ
マ
。

(
2
)

熊
本
県
天
草
地
方
を
産
地
と
す
る
砥
石
。

(
3
)

一
六
丁
表
・
補
注
5
参
照
。

(
4
)

美
濃
加
茂
。
一
一
丁
表
・
補
注
8
参
照
。

(
5
)

長
野
と
群
馬
の
県
境
に
位
置
す
る
火
山
。

(
6
)

現
熊
本
県
八
代
市
(
旧
葦
北
郡
日
奈
久
〔
ひ
な
ぐ
〕

【二

O
丁
表
】

(
1
)

島
根
県
中
部
、
石
見
地
方
を
流
れ
る
江
川
(
ご
う
の
か
わ
)

支
流
の
濁
(
に
ご
り
)
川
に
あ
る
渓
谷
。
現
島
根
県
邑
智

(
お
お
ち
)
郡
邑
南
(
お
お
な
ん
)
町
。
井
上
円
了
は
『
日

本
周
遊
奇
談
」
(
明
治
四
四
年
)
で
、
石
州
(
島
根
県
)
の

名
勝
に
つ
い
て
、
「
最
も
名
高
き
絶
勝
は
断
魚
渓
で
あ
る
。
」

と
述
べ
て
い
る
(
『
井
上
円
了
選
集
』
第
二
四
巻
、
三
一
五

頁)。

(
2
)

嫉
(
や
じ
り
)
の
こ
と
か
。

【
一
二
丁
表
】

(
1
)

ノ
l
ル
カ
ッ
プ
太
陽
不
没
地
。
一

O
丁
表
・
補
注
1
、

ぴ
一
四
丁
表
・
補
注
4
参
照
。

飛
弾
神
問
。
二
一
丁
表
・
補
注
7
参
照
。

六
丁
表
・
補
注
2
参
照
。

笠
置
山
と
い
う
名
の
山
は
全
国
各
地
に
あ
る
が
、

町)。お
よ

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

お
そ
ら
く
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京
都
府
の
笠
置
山
で
あ
ろ
う
。
井
上
円
了
は
「
日
本
周
遊
奇

談
』
に
お
い
て
、
「
名
所
旧
跡
中
、
世
の
中
へ
紹
介
し
た
き

は
笠
置
山
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
京
都
・
笠
置
山
の
奇
岩
奇

勝
を
紹
介
し
て
い
る
(
『
井
上
円
了
選
集
』
第
二
四
巻
、
三

一
七
頁
)
。

二
見
浦
は
、
現
三
重
県
伊
勢
市
(
ふ
た
み
が
う
ら
)
、
兵
庫

県
豊
浦
市
(
ふ
た
み
の
う
ら
)
な
ど
、
各
地
に
あ
る
。

【
二
二
丁
表
】

(
1
)

一
三
丁
表
・
補
注
1
参
照
。

(
2
)

宝
飾
品
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
。

(
3
)

新
潟
県
南
西
部
に
位
置
す
る
火
山
。
修
験
の
山
と
し
て
知
ら

れ
、
山
麓
に
は
関
山
神
社
が
あ
る
。

(
4
)

隠
岐
島
を
産
地
と
す
る
黒
曜
石
。

(
5
)

子
安
貝
の
こ
と
か
。

【
二
三
丁
表
】

(
1
)

伊
豆
諸
島
。
現
東
京
都
八
丈
村
。

(
2
)

九
丁
表
・
補
注
5
参
照
。

(
3
)

火
山
石
か
。
「
火
石
」
は
、
通
常
は
火
打
石
の
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
伊
豆
大
島
の
活
火
山
・
三
原
山
の
溶
岩
石
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

三
保
ノ
松
原
か
。
一
七
丁
表
・
補
注

4
参
照
。
た
だ
し
、

「
三
保
」
と
い
う
地
名
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
現
島
根
県
浜

田
市
(
旧
島
根
郡
三
保
村
)
な
ど
、
各
地
に
あ
る
。

(
5
)
 

(
4
)
 

(
5
)

現
静
岡
県
伊
東
市
。

(
6
)

土
岐
郡
月
吉
村
か
。
現
岐
車
県
瑞
浪
市
明
世
町
。

【
二
四
丁
表
】

(
1
)

佐
渡
島
。
一
一
丁
表
・
補
注
1
参
照
。

(
2
)

一
四
丁
表
・
補
注
2
参
照
。

(
3
)

中
国
、
山
東
省
曲
車
市
に
あ
る
孔
廟
。

188 


